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 主たる機能：慢性期病院 

 副 機 能：精神科病院  

 コロナ禍での診療が3年間に亘り、我々医療機関もこれまで様々な対応に追われましたが、ウイルス

の解明、治療薬の開発に伴いウィズコロナの医療体制が確立されつつあります。当院も8月、9月には

病棟内コロナクラスターが発生しこれまで経験したことのない厳しい環境下での診療、感染管理を強い

られ、有事の事業継続について多くの事を学びました。現場の職員の皆さんには多大な苦労をかけま

したが、皆さんの献身的な頑張り、関係機関のご支援のお陰で何とか乗り切ることができました。改め

てお礼申し上げます。 

 5月27日、28日には3回目の病院機能評価を受審しました。コロナ第

6波が収束しない状況下での受審準備となり、特にケアプロセスについ

ては限られた時間で症例を選別、検討し多職種の関りを確認する作業

に苦労しました。当院の専門分野である神経難病医療、精神科医療、

慢性期のリハビリテーションについてはより質の高い取り組みを求められ、今後の方向性を強化する

きっかけとなりました。また、中長期計画の期間や数値目標を具体的に設定することの必要性も実感

しました。当たり前に行っている日常診療について第三者評価を受けることの重要性を改めて感じ、各

職種が前向きな刺激を受けたことに感謝しています。 

 さて、11月30日で高知大学医学部脳神経内科学教室を定年退官される古谷

博和教授を12月より当院にお迎えすることとなりました。既に、6月より月1回の脳

神経内科外来を担当して頂いておりましたが、12月より週3.5日の非常勤医師と

して着任し、令和5年4月より常勤の脳神経内科顧問に就任して頂く予定です。

古谷先生の高い専門性と豊富なご経験により、当院の脳神経内科診療、学術

教育領域の質が向上すると大いに期待しております。 

 本年度は、当院の在宅医療・介護部門である、訪問看護ステーション、通所リハビリテーション、精

神科デイ・ケアの機能強化を図ることを目標としています。脳神経内科、精神科の診療機能を強化

し、専門分野での地域のニーズに少しでも応えられるよう職員一同努力してまいります。 

   新 た な 診 療 体 制 に 向 け て  

              医 療 法 人 つ く し 会  理 事 長  

              南  国  病  院     院  長  中 澤  宏 之  
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当院では、令和4年4月1日より 

相互で算定できる『 こころの連携指導料Ⅱ 』の届出をしておりま

す。 

孤独・孤立の状況等を踏まえ、精神科または心療内科への紹介

が必要な患者様が、かかりつけ医様と当該診療科と連携して指

導等を実施した場合に算定が可能です。 

患者１人につき月１回、紹介元様はこころの連携指導料Ⅰ、紹介

先医療機関はこころの連携指導料Ⅱが算定できます。 

算定にあたっては、 

SADPersonsスケール、EPDS、PHQ-9又はK-6等によるスクリー

ニングや、自殺対策等に関する適切な研修を受講しているなど

要件がございます。 

当院との連携をお考えの医療機関様は 

地域連携・医療相談室または、 

事務部長までご相談ください。 

 ℡ (088)864-3137(代表) 
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  【 算定要件 】 

注 

注 別に厚生労働大臣が定める施設基

準に適合しているものとして地方厚生局

長等に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の患者

であって、地域社会からの孤立の状況等により、精神疾患が増悪す

るおそれがあると認められるもの又は精神科若しくは心療内科を担当

する医師による療養上の指導が必要であると判断されたものに対し

て、診療及び療養上必要な指導を行い、当該患者の同意を得て、精

神科又は心療内科を標榜する保険医療機

関に対して当該患者に係る診療情報の文書

による提供等を行った場合に、初回算定日の

属する月から起算して１年を限度として、患者

１人につき月１回に限り算定する。 

通知 

（１）精神疾患が増悪するおそれがあると認められる患者又は精神科

若しくは心療内科を担当する医師による療養上の指導が必要である

と判断された患者とは、SADPersonsスケール、EPDS、PHQ-9又はK

-6等によるスクリーニングにより、精神科又は心療内科への紹介が必

要であると認められる患者をいう。 

（２）診療及び療養上必要な指導においては、患者の心身の不調に

配慮するとともに、当該患者の生活上の課題等について聴取し、その

要点を診療録に記載すること。 

（３）当該患者に対する２回目以降の診療等においては、連携する精

神科又は心療内科を担当する医師から提供された当該患者に係る

診療情報等を踏まえ、適切な診療及び療養上必要な指導に努める

こと。また、２回目以降の診療等に関し、連携する精神科又は心療内

科を担当する医師に対して文書による情報提供を行うことは必ずしも

要しないが、あらかじめ定められた方法で、情報共有を行うこと。 

（４）初回の診療等における他の保険医療機関への文書の提供に係

る区分番号「Ｂ００９」に掲げる診療情報提供料（Ⅰ）の費用は、別に

算定できない。 

（５）必要に応じて、当該患者の同意を得た上で、当該患者に係る情

報を市町村等に提供すること。 

  【 施設基準 】 

（１）精神科又は心療内科を標榜する保険医療機関との連携体制を

構築していること。 

（２）当該診療及び療養上必要な指導を行う医師は、自殺対策等に

関する適切な研修を受講していること。 

参 考 資 料 



診療のご案内 

診療科目 

◆脳神経内科     ◆精神科 

  リハビリテーション科 

◆内     科     ◆消化器内科 

◆放 射 線 科 

診療時間 

月～金 

 

  土  

午前 

午後 

午前 

～ 

～ 

～ 

8:30 

1:30 

8:30 

 12:30 

   5:00 

 12:30 

■病床数 

 ２病棟 

 ３病棟 

 ５病棟 

162床 

特殊疾患病棟(Ⅰ) 

特殊疾患病棟(Ⅰ) 

精神一般病棟(15対1) 

 

 46床 

 56床 

 60床 

  

■認定・指定 

 日本神経学会准教育施設 

 日本精神神経学会精神科研修施設 

 日本老年精神医学会認定施設 

 高知県神経難病医療ネットワーク基幹協力病院 

 日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設 

■診療実績 2022年度4月～11月 

 外来患者数 

 (内新患数) 

 １日平均入院患者数 

 精神科デイケア利用者総数 

 通所リハビリテーション利用総日数 

 訪問看護ステーションおおそね訪問延人数 

 

18,075 

629 

145.2  

3,384 

3,005 

4,532 

 

名 

名 

名 

名 

名 

名 

ホームページもご覧ください 

http://www.nankoku-hp.or.jp/ 

南
国
病
院
の 

理
念 

1. 安全で質の高い医療によって地域に貢献します。 

2. 信頼関係に基づき暖かい医療を提供します。 

3. 専門性を追求し自己研鑽に努めます。 

基
本
方
針 

1. 病院が地域の社会資源であるとの認識に立ち、本院の専門性を通して、

地域の医療と福祉に貢献します。 

2. 本院は、脳と神経及び精神の疾病や障害を主な診療対象として、その神

経学的、精神医学的診断、治療と臨床的研究に努めます。 

3. 個々の患者とその家族への充分な説明とそれに基づく納得の上での同意

を前提として診療を行います。 

4. 本院での医療行為は、科学的根拠に基づき、自由で暖かい生命倫理に

立って行います。医療環境が常に清潔で、明るく保たれる様努力します。 

5. 本院の職員は、常に自己の資質と医療技術の向上に努め、病める人たち

への奉仕者としての自覚を持ちます。 

    〒783-0004 

    高知県南国市大埇甲1479番地3 

    電  話   (088)864-3137 

    Ｆ  Ａ  Ｘ   (088)863-3070 (代表)  

          (088)802-8618 (地域連携・医療相談室)  

    ht tp ://www.nankoku-hp .o r . j p/  

 発行元/医療法人つくし会 南国病院 

 発行責任者/中澤 宏之（院長） 

診療科／曜日 月 火 水 木 金 土 

午
前 

脳神経内科 古谷 中澤 吉村 中澤 古谷 中澤 
古谷※４ 

精神科 藤田 玉元 
10：00～11：30 

石田 玉元 
上村※３ 

(もの忘れ外来) 
 

中村 
中澤 

消化器内科 
内科 速瀬 速瀬 麻植(啓) 速瀬 速瀬 

麻植(啓) 
速瀬   ※１ 
麻植(啓)※２ 

午
後 

脳神経内科 勝賀瀬  吉村 勝賀瀬 勝賀瀬  

精神科 玉元 
赤松 

玉元 
石田 

玉元 
13：30～14：30 

 石田  

消化器内科 
内科 速瀬 麻植(淳) 

麻植(啓) 
麻植(淳) 

( 禁 煙 外 来 あ り ) 
麻植(淳) 速瀬  

備
考 

※1 速瀬医師の土曜日の診察は第１、第３、第５土曜日です。 

※2 麻植(啓)医師の土曜日の診察は第２、第４土曜日です。 

※3 上村医師（もの忘れ外来）の診察は第２、第４金曜日です。 

※４ 古谷医師の土曜日の診察は月１回です。 

休日診療 なし （但し急患は診療いたします） 

予約診療 全科予約診療となっております 

救急指定 なし 

健康診断 特定健診、胃がん検診(胃内視鏡検査) 

面会時間 
現在は原則、新型コロナウイルス感染症感染

拡大防止のため、ご遠慮いただております。 

Ｐ

タマイ
センター

大埇交差点 南国バイパス

よどや
ドラッグ

南国病院

ドコモショップ

吾岡山

ワーク

ウェイ

在宅医療

支援センター

南国市コミュニティバス 

「大徳寺通」 

南国市コミュニティバス 

「大篠農協前」 


